
地域を守る新生八幡平市消防団

防火・防災へ決意新たに

所属 旧分団（●数字は旧分団）と受け持ち区域

第
１
方
面
隊（
西
根
）

第１分団 ❶駅前一区、駅前二区、上町、仲町、下町一区、下町二区、下町
三区、松川、雇用促進　❷岡村、山子沢、大石平、中関　❸五百
森、山後、両沼　❹白屋、渋川、渋川開拓、北村

第２分団 ❺中村、間羽松、高宮（旧大宮を除く）　❻舘腰、町組、薬師、高
宮（旧高森を除く）　❼上平笠、中平笠、下平笠、南平笠

第３分団 ❽わし森、駅前、大泉、山崎（旧蟹沢を除く）　❾椛沢、笹目、松
久保　10小福田、共新、堀切、東、大久保、山崎（旧山崎を除く）

第４分団 11寺田、寺田新田、土沢、野口　12帷子、若谷地、川原目　13荒
木田、舘沢、上関

第
２
方
面
隊（
松
尾
）

第５分団 14時森、小屋の沢、安比高原　15中松尾、落合、大花森　16谷
地中、湯沢

第６分団 17上村、森子、田中、喜満多　18向村、山道　19中沢、前森

第７分団 20北寄木　21中郡、立石、鹿野、関口　22寄木新田　23刈屋、
上寄木

第８分団 24畑　25金沢、温泉郷　26柏台、緑が丘、松川温泉、藤七温泉

第
３
方
面
隊（
安
代
）

第９分団 31細野、豊畑、畑１区　29畑２区

第10分団 27荒屋新町、新町中央、荒屋、秋葉（市営曲田住宅を除く）　　
32曲田横間、市営曲田住宅　30五日市１区、五日市２区、五日
市３区、五日市４区　28浅沢第１、浅沢第２

第11分団 33杉沢、栗木田、平長、田山上、田山下、愛の山　34苗石田、新
興矢神　35石名坂、折壁、日瀬通　36舘市、兄畑、兄川

い
き
ま
す
」と
訓
示
し
、
地
域
防
災
の
強

化
を
誓
い
ま
し
た
。

八
幡
平
市
消
防
団
を
再
編

◆
再
編
ま
で
の
経
緯

　
平
成
２₉
年
1２
月
の
消
防
団
本
部
会
議
で

分
団
再
編
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
本

部
・
幹
部
会
議
を
1０
回
開
催
し
た
ほ
か
、

団
員
へ
の
説
明
や
意
見
聴
取
を
行
い
、
令

和
元
年
９
月
２₅
日
の
幹
部
会
議
に
お
い
て

再
編
案
の
合
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
関
係
す
る
規
則
な
ど
を
改
正
し
、

4
月
１
日
か
ら
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

◆
再
編
の
必
要
性

　

働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様

化
し
て
い
る
近
年
、
消
防
団
員
の
置
か

れ
て
い
る
環
境
は
変
化
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
消

防
団
員
も
減
少
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
一
方
、
道
路
事
情
の
改
善
に
よ
り
、
現

場
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
機
動
力
が
向

上
す
る
な
ど
、良
い
変
化
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
再
編
を
行
い
、
団
員
の

確
保
や
消
防
車
両
・
機
械
器
具
の
整
備
、

広
報
活
動
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
再
編
の
内
容

　
旧
町
村
単
位
に
方
面
隊
を
置
き
、
各
分

団
に
は
、
部
を
設
置
し
ま
す
。

　
分
団
は
左
表
の
通
り
で
、
本
部
・
ラ
ッ

パ
隊
を
除
く
現
行
３₆
分
団
を
11
分
団
に

再
編
し
ま
す
。
役
職
（
※
カ
ッ
コ
内
は
人

数
）は
、
団
長（
１
）、
副
団
長（
１
）、
本

部
長（
１
）、
方
面
隊
長（
３
）、
方
面
隊
副

隊
長（
６
）、
分
団
長（
11
）、
副
分
団
長

（
11
）、
部
長（
２３
）、
副
部
長（
２３
）、
班
長

（
74
）。班
数
は
、
１
班
８
人（
基
本
団
員
）

で
算
出
し
て
い
ま
す
。

◎再編後の分団の体制（４月１日から）

１月３日に行われた消防出初式と４月１日から新体制で
スタートする市消防団の再編について、紹介します。

１
年
の
無
火
災
を
誓
っ
て

　

令
和
２
年
市
消
防
出
初
式
は
１
月
３

日
、
市
役
所
本
庁
舎
前
で
行
わ
れ
、
市
消

防
団
員
や
婦
人
消
防
協
力
隊
員
は
地
域

防
災
の
要
を
担
う
使
命
感
を
高
め
、
平
穏

な
１
年
を
願
い
ま
し
た
。

　
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
消
防
団

員
ら
約
５
０
０
人
と
消
防
車
両
4０
台
が
、

約
５
０
０
ⅿ
を
威
風
堂
々
と
分
列
行
進

し
ま
し
た
。

　
統
監
の
田
村
正
彦
市
長
は
、
日
頃
か
ら

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
動
す
る

団
員
ら
に
感
謝
を
示
し
「
分
団
の
再
編
の

合
意
が
得
ら
れ
、
4
月
か
ら
新
体
制
で
ス

タ
ー
ト
す
る
。
市
と
し
て
も
再
編
の
効
果

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
環
境
整
備
に
努

め
た
い
。
皆
さ
ん
の
１
年
の
頑
張
り
に
期

待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

工
藤
十と

く九
団
長
も
消
防
団
の
組
織
再

編
に
触
れ
「
こ
の
再
編
は
、
指
揮
命
令
系

統
の
充
実
、
適
切
な
機
械
器
具
の
管
理
、

そ
し
て
、火
災
や
災
害
に
よ
り
機
動
力
を

生
か
し
て
対
応
し
て
い
く
た
め
の
も
の
。

新
生
八
幡
平
市
消
防
団
と
し
て
一
丸
と

な
り
、
無
火
災
に
向
け
て
努
力
精
進
し
て

消防団は、まちの安心と安全のた
めに「自らの地域は自らで守る」とい
う精神に基づき、市民の皆さんの参
加によって構成される組織です。

現在、市消防団には年代も業種
もさまざまな人が加入。地域の人
のつながりづくりにも消防団・団員
が一役を担っています。
　災害時は、消火活動、救助活動、

消防団員
募集中 水防活動。平常時は、火災予防広報、

消防操法訓練、救命講習、消防機械
器具点検などの活動をしています。

市内に居住または勤務する18歳
以上であれば、女性や学生に関わら
ず入団できます。あなたも消防団員
の一員として活躍しませんか。
【問い合わせ先】防災安全課消防防
災係（☎・内線 1２₆３）

４

３

２

１

１＿威風堂々と分列行進を披露する消防団員　２＿勇壮な吹奏で士気を鼓舞するラッパ隊
３＿ポンプ車などたくさんの消防車両が行進　４＿工藤団長による力強い訓示

地域のためにあなたにもできることがあります
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